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グローバルCOEプログラム
「新炭素資源学」の概要

Summary of G-COE Program ”NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES”

a)炭素資源の環境適合型開発と高効率エネルギー転換
技術（石炭のガス化と複合発電、熱電変換、蓄電素子等）
の基盤研究
b)石炭の資源転換により生成する、CO、水素、芳香族等
の化学変換による機能物質の創製と機能開発（ナノデバ
イス、環境保全材料等）の基盤研究

炭素資源利用学

炭素資源環境学 石炭エコイノベーション
を実現する人材の育成

高効率エネルギー転換

CO2の分離・貯蔵・化学変換
経済学計測・予測・対策

機能性物質の創製環境適合型開発

新炭素資源学

c)環境汚染防止（石炭利用によるアジア圏の大気環境
予測、汚染物質の検出と解明、環境保全対策としての環
境触媒の開発等）に関する基盤研究
d)温暖化防止（温室効果ガス（CO2）の分離、貯留、化学
変換、有効利用、省エネルギー材料の開発によるCO2低
減、環境経済）に関する基盤研究

地球温暖化環境汚染

炭素資源

堅実なコア連携による教育・研究→国際的ネットワークによる拠点活動

社会還元の場としての産業界
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福岡地区の力を結集した
教育研究

新炭素資源学の実践の場
としてのアジア

コア連携
（連携協定）＊
　バンドン工科大学
　上海交通大学
　韓国エネルギー研究院
　カーティン工科大学

国際的な研究者
研究拠点ネットワーク

国内炭素資源
研究者ネットワーク 関連企業との連携

コア連携
（組織対応型連携協定）＊
　福岡女子大

コア連携
（組織対応型連携協定）＊
　（財）電力中央研究所
　九州電力

アジア連携 地域連携 産学連携

国際連携 国内連携 炭素資源

電力業界　鉄鋼業界
エンジニアリング　
自動車　化学

九工大　京大　北大
群馬大　産総研 等

インド国立環境工学研究所等
インド　マレーシア　
シンガポール　カナダ等

九州大学＝石炭研究の伝統・将来構想（新学術領域・アジア指向）・
　　　　　「エネルギーキャンパス実践プラン」
北部九州＝アジアの窓口、多数の最先端石炭利用商業機、実証研究設備が集中

九州大学
新炭素資源学G-COE拠点

＊G-COE協力締結済

本拠点では、国内外から広く学生および研究員を募集しています。

詳しくはホームページをご覧ください。博士後期課程学生および研究員募集
URL: http://ncrs.cm.kyushu-u.ac.jp

Osamu Tsukamoto

　九州大学を拠点としたG-COE「新炭素資源学」の人材育成、
研究教育プログラムは、平成20年度にスタートし、今、その成果が
徐々に現れてきている。多彩な、石炭資源の高度利用の教育カリ
キュラム、ゼロエミッション石炭火力発電技術/石炭ガス化技術な
どの革新的研究開発、国際的な人材交流・人材育成事業とその
活動の外延は大きく広がりつつある。関係者のこれまでのご努力
に心より敬意を表したい。スタート当時、経済産業省で産業技術
政策の総括を担当し、本G-COE発足を側面的にご支援をさせて
いただいた者として大変喜ばしいことであると思う。当時、産業構
造審議会等で革新的地球環境技術の開発の必要性が指摘さ
れ、さまざまな技術開発ロードマップが議論されていた。石炭資源
に対しては、地球環境に大きな悪影響を及ぼすので石炭利用を
大幅に抑制すべしとする議論と、何とかして石炭資源の高度利用
を図るべしとする議論が拮抗していた。これから発展する途上国の
エネルギー事情、先進国といえども石炭資源に相当程度依存した
エネルギー需給構造等の現実を見れば地球環境に調和する形で
如何に石炭資源の高度利用を図っていくかは、きわめて重要な政
策課題である。
　地球規模の環境問題に貢献する、国際的な拠点作りが必要で
あるとの考えで九州大学のG-COE「新炭素資源学」は、関係者

の献身的な尽力によって産声をあげることになった。教育カリキュ
ラムも、多くの民間の産業界の技術者、研究者のお力を頂き、九
州大学の諸先生方の強力なリーダーシップの下で一つづつ完成
していった。明治以降のわが国の近代化を支えた石炭産業の系
譜は、九州大学のG-COE「新炭素資源学」のスタートによって、
21世紀の炭素資源産業の新たな系譜を築き始めたといえる。
　近年、わが国の産業技術力は、その競争力の観点で先進国の
中でも大きく劣後してきているといわれている。「技術は、世界でも
有数なのになぜ日本はマーケットで負けるのか」、「日本は今後何
で雇用し、何で稼ぐのか」、政府の先の新成長戦略では、我が国
の新しい産業構造の在り方、人口減少下でも日本経済の成長を
牽引するイノベーション戦略が示されている。高度な石炭利用エネ
ルギーシステムの海外展開も視野に入っている。２１世紀の坂の
上の雲を模索し、アジアの成長との共振、世界のイノベーションの
センターをめざし、人類が抱える地球的な環境問題等に積極的に
貢献していくことが求められる。九州大学を拠点としたG-COE「新
炭素資源学」は、まさしくこのような時代の要請を受けて誕生した
プログラムであるといえよう。
　九州大学を拠点としたG-COE「新炭素資源学」の益々の発展
と成功を心から祈念する。

東京理科大学特命教授
（前経済産業省  地域経済産業審議官）

塚本　修

21世紀の炭素資源産業への新たな系譜
～G-COE「新炭素資源学」への期待～

「今が大切、努めてやむな」　「夢は叶う、夢を持とう」

M E S S A G E
　九州大学グローバルCOEプログラム「新炭素資源学」は、九州大学と
福岡女子大学の連携事業として平成20年度に発足しました。本G-COE 
は、炭素資源の有効利用と地球環境を守る科学技術を2大学8つの専攻
で追求し、グローバルな視点で若手研究人材を育成するプログラムです。
石油、石炭等の炭素資源は、エネルギー源だけでなく、化学原料として人類
の生活になくてはならないものです。現在、人類は急激な経済発展に伴う
資源枯渇、環境汚染、地球温暖化への取り組みを必要としていますが、エ
ネルギー資源、あるいは、化学原料としての炭素資源に替わるものはありま
せん。とくに石炭は、地球上に広く存在し埋蔵量も多い利点がある反面、使
用にあたって大気汚染やCO2の大量発生が課題です。エネルギーをいかに
バランスよく、効率的に、環境負荷なく作り出し、快適な人間生活を維持す
るのか？これには他のエネルギーとのベストミックスを考慮しつつ、炭素資源
を「賢く使う」ことが必須となっています。さまざまな解が世界中で模索されて
いる中で、本G-COE は、次世代の環境負荷なき社会を作るために、その極
限までの炭素資源有効利用科学技術の開発と、低消費エネルギー社会を
実現する炭素資源由来の材料開発を推進し、先端研究を通じて未来戦略
の立案と現実的な問題を解決する若手人材を育成することにより、その解
決を図ろうとしています。事業発足後2年を経過し、本年7月には中間評価
を受けました。留学生比率50%超の学生たちとともに、資源・環境・エネル
ギーの先端研究、長期、短期のインターンシップ、フィールドワーク、新炭素
資源学フォーラム等のユニークなカリキュラムを用いて、アジアを中心とした
諸外国と協力しつつ、人材を育成しています。

　本拠点はアジアに開かれた九州大学と北部九州の特性を活かして運営
しています。中国、韓国、インドネシア、インド、オーストラリア、タイ等の大学、
研究機関との双方向型研究・教育交流、福岡女子大学との国際連携・教

育を実施しています。また、公開講座を通じた地域の皆さんとの情報共有、
地域としても全国的、国際的にも産学連携研究を推進しています。

　本拠点では「新炭素資源利
用学」で、石炭等炭素資源の
賢い利用法、すなわち、極限ま
で効率をあげたエネルギー利用
と炭素資源から得られる材料、
デバイス、とシステムを組み合わ
せた省エネルギーを追求する一
方、炭素資源環境学で、環境
変動を理解し、経済、理工学双
方の立場からその解決を図って
います。これらの融合による新し
い学問分野、「新炭素資源学」
の確立が本拠点の使命です。

2つの学問分野の開拓と融合

地域、アジアとの連携

拠点リーダー　永島　英夫
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地域、アジアとの連携

拠点リーダー　永島　英夫
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平島 剛
高度炭素資源処理
バイオマス利用
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レーザー分光分析
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機能性材料及びデバイス

島ノ江 憲剛
ガスセンサの設計

高性能電気化学触媒の開発

このほか事業協力者として、九州大学19名、福岡女子大学2名の教員が参画しています。
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越境大気汚染の数値解析
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流動・輸送現象解析
各種プラントの高性能化
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エアロゾルの地球規模
シミュレーション

伊藤 一秀
生活環境化学物質汚染
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林 徹夫
都市の熱環境解析
住宅エネルギー消費解析

大中 忠勝
生理心理機能と生活環境
熱環境・空気環境学

馬 昌珍
地球規模大気汚染
黄砂粒子の性状

平島 剛
高度炭素資源処理
バイオマス利用

中村 昌彦
海洋観測用ビークル
海洋構造物の位置制御

寺岡 靖剛
機能性無機材料
環境触媒化学

深井 潤
炭素転換熱解析

炭素繊維の省エネ利用

林 潤一郎
持続的炭素サイクル化学
コプロダクション

則永 行庸
炭素資源転換反応工学
化学反応性流体解析

持田 勲
石炭ガス化

炭素材料・炭素ナノ繊維

草壁 克己
無機分離膜

環境汚染物質分離

尹 聖昊
炭素ナノ繊維

炭素材料反応工学

電力中研・他大学
愛媛大学等

九州低炭素システム研究会

九州大学
G-COE, NEDO, 
JST, JST-MOST

九州電力
褐炭利用技術
原子力

地元企業・他大学
九州工大・佐賀大・
熊本大 他

九州経済産業局

エネルギー材料開発

グリーンプロセス開発

横山 士吉
炭素資源のデバイス応用
高分子フォトニック材料

吾郷 浩樹
ナノカーボン材料
カーボンナノチューブ

藤田 克彦
有機太陽電池
有機EL素子

次世代エレクトロニクス材料開発

大瀧 倫卓
熱電変換素子
熱エネルギー回収

岡田 重人
次世代リチウム二次電池用
電極活物質、蓄電技術

友岡 克彦
有機合成化学
高効率酸化反応

西田 稔
透過電子顕微鏡法
結晶性材料の組織制御

本庄 春雄
非線形物理
フラクタル物理

水野 清義
固体表面構造解析
SiC上グラフェン膜

高橋 良彰
高分子化学

ソフトマターの解析制御

永島 英夫
環境調和型化学
高効率金属錯体触媒

尹 聖昊
炭素ナノ繊維

炭素材料反応工学

小山 繁
熱エネルギー変換システム
二酸化炭素の伝熱特性

梶原 稔尚
高分子加工
シミュレーション

岩井 芳夫
分離技術

超臨界流体技術

柘植 義文
大規模プロセス管理
プロセス支援システム

基礎化学 環境材料開発

炭素資源のエネルギー利用： 
環境適応型・高効率利用科学技術開発

堀井 伸浩
経済発展と石炭産業
中国の石炭電力産業分析

経済分析

環境関連機能材料

次世代低消費エネルギー社会を実現する
炭素資源の利用技術開発

経塚 雄策
海洋エネルギー利用
海洋環境シミュレーション

胡 長洪
実海域船舶性能予測
船舶シミュレーション

島田 英樹
環境低負荷型資源開発
石炭灰の高度利用

地下資源関連 海中資源関連

環境修復技術 CO2貯留

炭素資源の開発に伴う諸問題への
対応技術開発

九州大学グローバルCOE

新炭素資源学
NOVEL CARBON RESOURCE SCIENCES

福岡女子大学
Fukuoka Women’s University

松井 紀久男
資源開発に伴う環境修復
石炭鉱山開発と環境問題

渡邊 公一郎
地球科学データベース
資源開発の環境影響

佐々木 久郎
CO2地中貯留

CO2-ECBM CO2-EOR

佐々木 久郎
CO2地中貯留

CO2-ECBM CO2-EOR

基礎化学 経済分析

汚染物質分離除去 環境計測

炭素資源の利用に伴う諸問題への
対応技術開発

笹木 圭子
地下水・土壌汚染修復

環境材料

糸井 龍一
地熱資源開発
化石燃料資源開発
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　「環境負荷なき炭素資源利用のための
新学理確立と国際的人材の育成」を目標と
する本グローバルCOEプログラムには、「炭
素循環から見た炭素資源学のあり方とは何
かを示す」、換言すれば、温暖化、CO2排出
などのキーワードに代表される地球規模の
環境制約と、その裏返しである化石資源制
約の両問題解決に向けて、新炭素資源学
としての提言を行う課題がある。「新炭素資
源学フォーラム」は、その提言を目標として
2009年に発足した1）。炭素資源に直接、間
接に関わる幅広い分野（科学技術、経済、
政策等）から学内外の専門家を講師として
招聘、話題提供（講演）をいただき、質疑応
答や事前に設定した論点からスタートする
討論を通じて、炭素資源利用に係る世界規
模の現状（問題）を認識し、将来の究極的
省炭素資源への課題を探ってきた。フォー
ラムに連動して、博士課程学生を対象とす
る海外短期実習、国内短期実習も企画し
たが、詳細は他の報告に譲りたい。

　フォーラムは、「エネルギー利用」、「省エネ
ルギー」、「アジア環境」のそれぞれを主題と
するフォーラムⅠ、ⅡおよびⅢから構成される。
それぞれのフォーラムは、事業担当教員、協

力教員（以上、アドバイザー）、若手研究者
（助教、博士研究員）、そして討論会の主役
としての博士後期課程学生がメンバーとな
り、2009年8月以来、これまで全12回の講
演会・討論会を開催してきた。各回の概要
については表1を参照されたい。

　フォーラムⅠでは、炭素資源だけでなく原
子力、再生可能エネルギーを含めたエネル
ギー・資源の高効率利用、エネルギーの安
定供給、CO2排出などをトピックとする講演・
討論会を開催してきた。石炭ガス化複合発
電（IGCC）をはじめとする次世代高効率石
炭火力発電、CO2回収貯留（CCS）、再生
可能エネルギー利用による発電（風力、太
陽光、地熱、マイクロ水力）、次世代原子力
としての高温ガス炉など、相当の規模で導
入されるならば著しいCO2排出削減が達成
されると期待される新技術について学んだ。
その一方で、それらの技術を実現するには
非技術的な問題、つまり経済的、地政学的
あるいは双方の困難さが、形は変われどもア
ジア諸国のすべてにあることも認識できた。

　エネルギー、とりわけ高品位電力を安定
供給するという観点からは、出力変動の大き

な再生可能エネルギー利用発電の大規模
導入は（可能だとしても）、火力発電の大き
な負荷変動と効率低下をもたらし、その結
果、スマートグリッドのような次世代電力運
用システムを適用したとしても正味の化石
資源消費削減すら難しい場合が起こりえる
ことも理解した。これは再生可能エネルギー
を比較的安易に期待していた者にとっては
少なからずショッキングであった。今後は、蓄
電技術（本テーマは、フォーラムⅡにおいて
すでに話題として取り上げた）や二次化学
エネルギーとしての水素などの可能性、有
効性についての議論を踏まえ、エネルギー
安定供給と炭素資源高効率変換を結びつ
けた提案を試みたい。

　フォーラムⅠ・Ⅲの合同討論会では、産業・
民生分野の影に隠れた「莫大なCO2排出」
をもたらしているインドネシアのピートランド
大規模火災についても取り上げ、その多く
が無理な土地開発に由来する人災である
ことを学んだ。「ピートは資源か、開発すべき
でない炭素質か」を論点に置いた討論は白
熱したが、環境保全と資源開発の両立には
我々の知識が未だ不足した状況であること
は共通の認識となった。

　フォーラムⅡは、（化石資源由来の）電力
と熱の有効利用率をいかに高めるか（省エ
ネシステム、デバイス、材料）、化学原料とし
ての炭素資源をいかに有効利用できるか
（省資源）の観点からの話題提供と討論が
行われてきた。エクセルギー的に言えば質は

低いが巨大な熱溜としての環境の熱をくみ
上げるヒートポンプは、発電分野における省
炭素資源と組み合わせた大規模導入に
よって著しいCO2削減ポテンシャルがあるこ
と、また、産業分野における化学ヒートポン
プの大きなポテンシャルを学ぶことができ

た。専門とする分野が種々異なる参加学
生、教員のなかには、基礎中の基礎とも言
える熱力学とその原理に基づく新発想の重
要性にあらためて気付かされた者が少なか
らずいたのではないかと思われる。筆者もそ
の一人である。

　化学産業は、省エネ・省資源を論ずるに
はあまりにもシステムが複雑化しているが、
それでも革新的な要素技術、システム導入
の試みと実践がなされていること知り、それ
らが新概念形成のヒントであることを認識し
た。「省炭素資源」は、フォーラムⅡにおいて
後に話題提供された「元素戦略」と併せれ
ば、より深い議論・討論が可能であり（例え
ば、炭素は金属資源等の欠かせない還元
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平成21年度
フォーラム討論会
(年度最終とりまとめ)

"Development of IGCC (Integrated Coal Gasification Combined Cycle) Technology"
原 三郎（電力中央研究所 エネルギー技術研究所）

"Explanation of CCS (Carbon dioxide Capture & Sequestration) Technology"
原田 達朗（九州電力 総合研究所）

"Ultimately Efficient Use of Energy over the Edison’s Paradigm and the Ford’s"
浜松 照秀（UXSEP研究館代表、電力中央研究所名誉特別顧問） 

"Chemical Heat Pump for Waste Heat Utilization in Industrial Field"
加藤 之貴（東京工業大学 准教授）

"The Effect and Potential of Heat Pump Technology for Business and Residential Sector"
矢田部 隆志（東京電力）

"Material Risk and the Strategy in Japan"　原田 幸明（物質・材料研究機構 元素戦略センター長）
"Global Trends of R&D Projects of Li-ion Battery"　辰巳 国昭（産業技術総合研究所 蓄電デバイス研究グループ長）
"General View of Lithium-Ion Cell Safety"　鳶島 真一（群馬大学 教授） 

2009年8月22日

57名

41名

51名

55名

42名

32名

28名

49名

36名

42名

27名

34名

Development of IGCC Technology/
Explanation of CCS

"中国のエネルギー問題と温暖化への対応"　明日香 寿川（東北大学 教授）
"九州電力の海外での省エネ・環境への取り組みについて"　舟越 節彦（九州電力海外事業部）
"温暖化対策としてのエネルギー節約の評価"　馬奈木 俊介（横浜国立大学 准教授）

2009年11月30日 低炭素社会におけるアジアのエネ
ルギー消費の課題と取り組み～ア
ジアのエネルギー問題と対応～

"The Role of Chemical Industry for a Sustainable World"　浦田 尚男（三菱ケミカルホールディングス）
"自動車用プラスチック・ゴムのリサイクル技術開発"　佐藤 紀夫（豊田中央研究所）
"生産効率のケーススタディ； 受託合成業界の視点から"　栗田 壮太（ランクセス株式会社サルティゴ医薬担当）

2010年1月23日 材料ベースの省エネルギー：
化学産業の成長戦略

"Annual Peat Fires in Humid Tropics of West Kalimantan, Indonesia and the Consequences on Peat Carbon 
Storage, and CO2-e Emission"
Gusti Z. Anshari (Centre for Wetlands People and Biodiversity, Tanjungpura University, Indonesia)

"Recent Progress in Indonesian Peat Utilization Research"
Anggoro Tri Mursito (LIPI: The Indonesian Institute of Sciences, Indonesia)

2009年12月5日 Peat: 
CO2 Emission Source or
Carbon Resource? 

2009年12月19日 システムベースの省エネルギー:
エネルギー有効利用技術

"What are Solar Cells? How it Works for Clean and Green Society?"　柿本 浩一（九州大学 教授）
"Development of a Highly Efficient Wind Turbine with Wind-Lens Technology"　大屋 裕二（九州大学 教授）

2010年1月30日 Power from Renewable Energy

"City Ventilation for Better Urban Air Quality and Energy Efficiency"
Yuguo Li （香港大学 教授）（発表者：Lina Yang 研究員）

"Compact City Planning for Low-Carbon Society"　出口 敦（九州大学 教授）

2010年2月8日 アジアのメガシティの生活環境

"Small Hydropower: its potentials and possibilities"　小林 久（茨城大学 教授）
"Volcano and Utilization of Geothermal Energy"　江原 幸雄（九州大学 教授）

2010年7月10日 地熱発電とMicro水力

2010年8月28日 リチウムイオン電池を取り巻く課題

"情報と電力の融合する未来の電力系統"　阿部 力也（東京大学 特任教授）
"高温ガス炉による低炭素社会への貢献"　大橋 弘史（日本原子力研究開発機構 原子力水素・熱利用研究センター）

"Green Technology in LCD"　Jae-Jin Lyu（サムスン電子）
"有機EL： グリーンテクノロジーとしての有機エレクトロニクス"　筒井 哲夫（九州大学 名誉教授）
"電子ペーパー技術の紹介"　服部 励治（九州大学 教授） 

2010年9月4日

2010年9月18日

Future Technologies of Electric Power 
Generation and Grid  Management

電子ディスプレイとエコロジー
（Electronic Information Displays and Ecology)

（１）エネルギーベストミックス　石炭火力発電の効率化、太陽光発電、風力発電
（２）CO2を考える　CCS、泥炭火災
（３）省エネルギー　ヒートポンプ、化学産業の成長戦略
（４）アジア環境　中国の環境・エネルギー事情、都市設計

2010年6月19日

フォーラム

フォーラムⅠ（効率的エネルギー利用）　フォーラムⅡ（省エネルギー）　フォーラムⅢ（アジア環境）

年月日

表1　開催フォーラム一覧

テーマ 題目と講師名（所属） 参加者数

Jun-ichiro Hayashi
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新炭素資源学フォーラム
‒中間報告‒
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　「環境負荷なき炭素資源利用のための
新学理確立と国際的人材の育成」を目標と
する本グローバルCOEプログラムには、「炭
素循環から見た炭素資源学のあり方とは何
かを示す」、換言すれば、温暖化、CO2排出
などのキーワードに代表される地球規模の
環境制約と、その裏返しである化石資源制
約の両問題解決に向けて、新炭素資源学
としての提言を行う課題がある。「新炭素資
源学フォーラム」は、その提言を目標として
2009年に発足した1）。炭素資源に直接、間
接に関わる幅広い分野（科学技術、経済、
政策等）から学内外の専門家を講師として
招聘、話題提供（講演）をいただき、質疑応
答や事前に設定した論点からスタートする
討論を通じて、炭素資源利用に係る世界規
模の現状（問題）を認識し、将来の究極的
省炭素資源への課題を探ってきた。フォー
ラムに連動して、博士課程学生を対象とす
る海外短期実習、国内短期実習も企画し
たが、詳細は他の報告に譲りたい。

　フォーラムは、「エネルギー利用」、「省エネ
ルギー」、「アジア環境」のそれぞれを主題と
するフォーラムⅠ、ⅡおよびⅢから構成される。
それぞれのフォーラムは、事業担当教員、協

力教員（以上、アドバイザー）、若手研究者
（助教、博士研究員）、そして討論会の主役
としての博士後期課程学生がメンバーとな
り、2009年8月以来、これまで全12回の講
演会・討論会を開催してきた。各回の概要
については表1を参照されたい。

　フォーラムⅠでは、炭素資源だけでなく原
子力、再生可能エネルギーを含めたエネル
ギー・資源の高効率利用、エネルギーの安
定供給、CO2排出などをトピックとする講演・
討論会を開催してきた。石炭ガス化複合発
電（IGCC）をはじめとする次世代高効率石
炭火力発電、CO2回収貯留（CCS）、再生
可能エネルギー利用による発電（風力、太
陽光、地熱、マイクロ水力）、次世代原子力
としての高温ガス炉など、相当の規模で導
入されるならば著しいCO2排出削減が達成
されると期待される新技術について学んだ。
その一方で、それらの技術を実現するには
非技術的な問題、つまり経済的、地政学的
あるいは双方の困難さが、形は変われどもア
ジア諸国のすべてにあることも認識できた。

　エネルギー、とりわけ高品位電力を安定
供給するという観点からは、出力変動の大き

な再生可能エネルギー利用発電の大規模
導入は（可能だとしても）、火力発電の大き
な負荷変動と効率低下をもたらし、その結
果、スマートグリッドのような次世代電力運
用システムを適用したとしても正味の化石
資源消費削減すら難しい場合が起こりえる
ことも理解した。これは再生可能エネルギー
を比較的安易に期待していた者にとっては
少なからずショッキングであった。今後は、蓄
電技術（本テーマは、フォーラムⅡにおいて
すでに話題として取り上げた）や二次化学
エネルギーとしての水素などの可能性、有
効性についての議論を踏まえ、エネルギー
安定供給と炭素資源高効率変換を結びつ
けた提案を試みたい。

　フォーラムⅠ・Ⅲの合同討論会では、産業・
民生分野の影に隠れた「莫大なCO2排出」
をもたらしているインドネシアのピートランド
大規模火災についても取り上げ、その多く
が無理な土地開発に由来する人災である
ことを学んだ。「ピートは資源か、開発すべき
でない炭素質か」を論点に置いた討論は白
熱したが、環境保全と資源開発の両立には
我々の知識が未だ不足した状況であること
は共通の認識となった。

　フォーラムⅡは、（化石資源由来の）電力
と熱の有効利用率をいかに高めるか（省エ
ネシステム、デバイス、材料）、化学原料とし
ての炭素資源をいかに有効利用できるか
（省資源）の観点からの話題提供と討論が
行われてきた。エクセルギー的に言えば質は

低いが巨大な熱溜としての環境の熱をくみ
上げるヒートポンプは、発電分野における省
炭素資源と組み合わせた大規模導入に
よって著しいCO2削減ポテンシャルがあるこ
と、また、産業分野における化学ヒートポン
プの大きなポテンシャルを学ぶことができ

た。専門とする分野が種々異なる参加学
生、教員のなかには、基礎中の基礎とも言
える熱力学とその原理に基づく新発想の重
要性にあらためて気付かされた者が少なか
らずいたのではないかと思われる。筆者もそ
の一人である。

　化学産業は、省エネ・省資源を論ずるに
はあまりにもシステムが複雑化しているが、
それでも革新的な要素技術、システム導入
の試みと実践がなされていること知り、それ
らが新概念形成のヒントであることを認識し
た。「省炭素資源」は、フォーラムⅡにおいて
後に話題提供された「元素戦略」と併せれ
ば、より深い議論・討論が可能であり（例え
ば、炭素は金属資源等の欠かせない還元
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"The Effect and Potential of Heat Pump Technology for Business and Residential Sector"
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"Global Trends of R&D Projects of Li-ion Battery"　辰巳 国昭（産業技術総合研究所 蓄電デバイス研究グループ長）
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"Small Hydropower: its potentials and possibilities"　小林 久（茨城大学 教授）
"Volcano and Utilization of Geothermal Energy"　江原 幸雄（九州大学 教授）

2010年7月10日 地熱発電とMicro水力

2010年8月28日 リチウムイオン電池を取り巻く課題

"情報と電力の融合する未来の電力系統"　阿部 力也（東京大学 特任教授）
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"電子ペーパー技術の紹介"　服部 励治（九州大学 教授） 
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（Electronic Information Displays and Ecology)

（１）エネルギーベストミックス　石炭火力発電の効率化、太陽光発電、風力発電
（２）CO2を考える　CCS、泥炭火災
（３）省エネルギー　ヒートポンプ、化学産業の成長戦略
（４）アジア環境　中国の環境・エネルギー事情、都市設計

2010年6月19日

フォーラム

フォーラムⅠ（効率的エネルギー利用）　フォーラムⅡ（省エネルギー）　フォーラムⅢ（アジア環境）

年月日

表1　開催フォーラム一覧

テーマ 題目と講師名（所属） 参加者数

Jun-ichiro Hayashi
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剤）、それを踏まえた持続的な炭素資源利
用（利用サイクルはあり得るか、等）に関す
る提言が期待される。

　上述したのに加えて、フォーラムⅡでは、
次世代電力運用・利用システムの鍵技術
とも言える蓄電技術、省エネデバイスを取り
上げており、これまでにリチウムイオン電池、
液晶ディスプレイ、有機EL等に関する話題
提供とそれらの高性能化と普及に向けた
課題が議論された。発電、電力供給システ
ムとこれらの蓄電、省エネデバイス技術を包

括した今後の議論（合同フォーラム）は、
我々が提言を行うにあたって必須であるよ
うに思われる。

　フォーラムⅢは、「アジア環境」という、文
理の広範な知識を持たぬ非専門家にとっ
ては議論が容易でない難しい主題に取り組
んできた。化石資源消費の規模とその増大
が著しい中国の事例を対象とした問題解決
のための政策（CDM等）、技術システム導
入（ESCO等）についての話題提供がなさ
れた。中国における省資源、CO2削減の困
難さが浮き彫りになるとともに、アジアを包
括した炭素資源利用の新しいあり方がある
とすればそれは何か、という、極めて重く、新
炭素資源学が避けて通れない概念の形成
に向けた動きが必要だと痛感した。

　以上に述べたフォーラムⅠ～Ⅲはい
くつかの合同フォーラムを経て、
2010年6月に一堂が会し、あらため

て合同討論を展開した（フォーラムの中間
纏め）。四つのトピックス、すなわち、1. エネ
ルギーべストミックス（キーワード例；石炭火

力発電の高効率化、再生可能エネル
ギー）、2. CO2を考える（CCS、泥炭火災）、
3. 省エネルギー（ヒートポンプ、化学産業の
成長戦略）、4. アジア環境（中国の環境、
エネルギー事情、都市設計）を企画側が用
意した。まず参加者が四つにグループに分
かれ、それぞれのトピックについて意見交
換、討論を行い、ついで、纏められた意見を
全体に紹介、改めて討論するというスタイル
をとった。

　約50名が参加したこの討論会は、時間
の経過とともに徐々に白熱したものとなり、
博士課程学生、とくに留学生諸君の活躍に
助けられ、その結果、多くの異なる考え方、見
方があるのを知るとともに、いくつかのコンセ
ンサスも得ることができたように思われる。
　この討論会では、以下が論点となった。
（1）世界の経済成長と炭素循環システム

維持を両立できる炭素資源の利用法
（2）世界の経済成長と環境保全を両立す

る炭素資源の利用法（とくにアジアを
対象として）

（3）（1）、（2）を実現するための、先進国と

開発国の役割。
　筆者は一つのグループの討論において
モデレータを務めたが、アジア各国からの留
学生が参加者の大半を占めたこのグループ
では、大変興味深いコンセンサスや共通の
興味を抽出できた。概要は以下の通り。
・我々が直面するのが温暖化、炭素資源
供給の逼迫（将来的には枯渇？）、あるい
はそれら双方であっても、炭素資源利用
の高効率はアジア諸国にとって必須であ
る。ただし、それには経済成長が伴うこと
が前提。
・経済成長と低炭素化の両立に向けては、
CO2排出／GDPは一つの指標であり、現
在の日本はそのモデルの一つ。ただし、そ
れをアジアの他国へそのまま適用するの
は合理的でない。GDP増大・炭素資源消
費増大のリンクを断ち切る方法を「地域・
国」を踏まえて見出すことできるか？

・アジア諸国の少なくとも一部は、炭素資
源に恵まれ資源輸出能力もある。炭素資
源、とりわけ（現在のところそう呼ばれてい
る）低品位炭やバイオマス資源の高付加
価値化や超省エネ型の新化学産業を産

資源国において創出できないだろうか？
実現のための日本の役割は何か？
・アジア共同体を指向すべき。資源・エネル
ギー・素材・化成品とこれらに係る産業に
ついてアジアの国々が役割を分担する共
同体形成の可能性があるのではないか？
どの国が何を分担すべきか、できるか？

　全体討論では非常に多くのコメントが披
露され、それらを短稿に集約するのは難しい
が、環境、化学産業に関するコメントを通じ
て垣間見えたのは、やはりアジア共同体の
指向であった。上に述べた論点（3）の答え
を示すには至らなかったが、アジア共同体が
あるとすれば、その中で各国が持続的に果
たす役割（機能と言い換えても良い）を、地
域や社会・経済システム、文化などを踏まえ
たうえで見出すことができるのではないか。さ
らに、それを基盤として、革新的な炭素資源
利用、省エネルギー、環境保全のための基
礎科学と技術への展開を提言できるのでは
ないだろうか？「科学と技術の融合」は言わ
れて久しいが、これに対して、（個人的見解
で、言い過ぎではあろうが）国を越えた社会

学・科学・工学の融合品としての新炭素資
源学があるかもしれない。

　新炭素資源学フォーラムのこれまでを振
り返った。これから考えるべきことばかりが現
れた1年目であったが、これまでフォーラムに
継続的に参加した博士学生諸君には、包
括的（言い方を換えると守備範囲が広すぎ
てぼんやりとしか見えない）な新炭素資源学
を、「耳学問」であったとしても経験すること
によって、自身が行う特定専門分野の先端
的研究を冷静に眺めたり、全体システムの
中に位置づけて思考したり、ということが起
こっているかもしれない。また、学生諸君のな
かには、自信のある特定専門分野の知識と
は異なり、研究者として持つべき教養（基礎
も含めて）の不足を実感した者もいるかもし
れない。もしそうであれば、フォーラムは、すで
に一つの役割を担っていると言えるだろう。
　
引用文献
1）永島英夫、新炭素資源学フォーラムの発足に
ついて、九州大学グローバルCOEプログラム 新炭
素資源学　ニューズレター、vol. 2（2010）
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剤）、それを踏まえた持続的な炭素資源利
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次世代電力運用・利用システムの鍵技術
とも言える蓄電技術、省エネデバイスを取り
上げており、これまでにリチウムイオン電池、
液晶ディスプレイ、有機EL等に関する話題
提供とそれらの高性能化と普及に向けた
課題が議論された。発電、電力供給システ
ムとこれらの蓄電、省エネデバイス技術を包

括した今後の議論（合同フォーラム）は、
我々が提言を行うにあたって必須であるよ
うに思われる。

　フォーラムⅢは、「アジア環境」という、文
理の広範な知識を持たぬ非専門家にとっ
ては議論が容易でない難しい主題に取り組
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れた。中国における省資源、CO2削減の困
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括した炭素資源利用の新しいあり方がある
とすればそれは何か、という、極めて重く、新
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に向けた動きが必要だと痛感した。

　以上に述べたフォーラムⅠ～Ⅲはい
くつかの合同フォーラムを経て、
2010年6月に一堂が会し、あらため
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かれ、それぞれのトピックについて意見交
換、討論を行い、ついで、纏められた意見を
全体に紹介、改めて討論するというスタイル
をとった。

　約50名が参加したこの討論会は、時間
の経過とともに徐々に白熱したものとなり、
博士課程学生、とくに留学生諸君の活躍に
助けられ、その結果、多くの異なる考え方、見
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モデレータを務めたが、アジア各国からの留
学生が参加者の大半を占めたこのグループ
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興味を抽出できた。概要は以下の通り。
・我々が直面するのが温暖化、炭素資源
供給の逼迫（将来的には枯渇？）、あるい
はそれら双方であっても、炭素資源利用
の高効率はアジア諸国にとって必須であ
る。ただし、それには経済成長が伴うこと
が前提。
・経済成長と低炭素化の両立に向けては、
CO2排出／GDPは一つの指標であり、現
在の日本はそのモデルの一つ。ただし、そ
れをアジアの他国へそのまま適用するの
は合理的でない。GDP増大・炭素資源消
費増大のリンクを断ち切る方法を「地域・
国」を踏まえて見出すことできるか？

・アジア諸国の少なくとも一部は、炭素資
源に恵まれ資源輸出能力もある。炭素資
源、とりわけ（現在のところそう呼ばれてい
る）低品位炭やバイオマス資源の高付加
価値化や超省エネ型の新化学産業を産

資源国において創出できないだろうか？
実現のための日本の役割は何か？
・アジア共同体を指向すべき。資源・エネル
ギー・素材・化成品とこれらに係る産業に
ついてアジアの国々が役割を分担する共
同体形成の可能性があるのではないか？
どの国が何を分担すべきか、できるか？

　全体討論では非常に多くのコメントが披
露され、それらを短稿に集約するのは難しい
が、環境、化学産業に関するコメントを通じ
て垣間見えたのは、やはりアジア共同体の
指向であった。上に述べた論点（3）の答え
を示すには至らなかったが、アジア共同体が
あるとすれば、その中で各国が持続的に果
たす役割（機能と言い換えても良い）を、地
域や社会・経済システム、文化などを踏まえ
たうえで見出すことができるのではないか。さ
らに、それを基盤として、革新的な炭素資源
利用、省エネルギー、環境保全のための基
礎科学と技術への展開を提言できるのでは
ないだろうか？「科学と技術の融合」は言わ
れて久しいが、これに対して、（個人的見解
で、言い過ぎではあろうが）国を越えた社会

学・科学・工学の融合品としての新炭素資
源学があるかもしれない。

　新炭素資源学フォーラムのこれまでを振
り返った。これから考えるべきことばかりが現
れた1年目であったが、これまでフォーラムに
継続的に参加した博士学生諸君には、包
括的（言い方を換えると守備範囲が広すぎ
てぼんやりとしか見えない）な新炭素資源学
を、「耳学問」であったとしても経験すること
によって、自身が行う特定専門分野の先端
的研究を冷静に眺めたり、全体システムの
中に位置づけて思考したり、ということが起
こっているかもしれない。また、学生諸君のな
かには、自信のある特定専門分野の知識と
は異なり、研究者として持つべき教養（基礎
も含めて）の不足を実感した者もいるかもし
れない。もしそうであれば、フォーラムは、すで
に一つの役割を担っていると言えるだろう。
　
引用文献
1）永島英夫、新炭素資源学フォーラムの発足に
ついて、九州大学グローバルCOEプログラム 新炭
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NEWS
クウェート科学技術研究所（KISR）と
財団法人国際石油交流センター（JCCP）が、
共同研究事業に調印
2010年11月1日・クウェート

九州大学グローバルCOEプログラム拠点「新炭素資源学」
拠点リーダー

永島　英夫 Hideo Nagashima

　クウェート科学技術研究所（KISR）は、財団法人国際石油交流センター
（JCCP）との重質原油の改質技術共同研究事業（事業名：Research on 
Upgrading Technology of Kuwait Heavy Crudes）に係る調印式をお
こないました。九州大学から、永島副学長（本COEリーダー）と持田特任教
授（炭素資源国際教育センター）が参加しました。KISRとJCCPの共同事
業は1993年に始まり、これまでに21件以上の研究事業と11回以上のシ
ンポジウムが行われ、成功をおさめています。この共同事業では、九州大学
とJX日鉱日石リサーチ（株）が技術支援を行いますが、これまでにない特徴
として、KISRとJCCP間の技術協力に日本の石油精製会社が参加するだ
けでなく、基礎研究を担う大学（国立大学法人九州大学）が参画します。
　本事業の目的は、これからのクウェートの石油精製産業にとって重要とな

るであろうクウェートの典型的な重質原油、すなわちラタウィ・ブルガン、イオ
シン、そしてロワーファースから採掘される原油から得られる軽油（GO）や常
圧残油（AR）の性状・反応特性を研究することにあります。研究知見に基
づいた国際規格に従って高品質の石油製品を製造するための、上記原油
のプロセス可能性が探究されます。
　クウェートの原料油に特有のデータは非常に少ないか、または入手困難
です。この共同事業によって、上記原油に関する科学的・技術的データの
構築と、過去数十年間にわたってクウェートの製油所で用いられてきた
Kuwait Export Crude (KEC) との比較が可能になります。得られた情報
は、将来的にクウェート国立石油会社（KNPC）での石油精製事業にとって
有益なものとなると期待されます。

日本側
  1. 小溝　泰義　駐クウェート日本国大使
  2. 山下　宜範　在クウェート日本国大使館　一等書記官
  3. 吉田　盛厚　財団法人 国際石油交流センター　常務理事
  4. 仁田　健次　財団法人 国際石油交流センター　リヤド事務所所長
  5. 巣山　信之　財団法人 国際石油交流センター　マネージャー
  6. 永島　英夫　国立大学法人九州大学　副学長
  7. 持田　　勲　国立大学法人九州大学　特任教授（名誉教授）
  8. 高野　正充　JX日鉱日石リサーチ（株）マネージャー
  9. 東　　英博　財団法人 国際石油交流センター／クウェート科学技術研究所

クウェート側
10. Dr. Naji M. Al‐Mutairi, Director General
11. Dr. Mohammed Salman, DDG/Reseasrch
12. Dr. Nader Al‐Awadhi, DDG/Information
13. Ms. Sahera Al‐Dousari, DDG/A&F
14. Dr. Abdulhameed Al‐Hashem, Director/PRSC
15. Dr. Meena Marafi, DM/PRD
16. Dr. Mohammed Al‐Ramadhan, KPC
17. Mr. Ahmad Al‐Jimaz, DMD/Shuaiba Refinery
18. Mr. Mohammad Ghazi Al‐Mutairi, DMD/MAB Refinery
19. Ms. Badriya Farhad, KOC
20. Mr. Khalid Al‐Mushaileh, KNPC
21. Dr. Suad Al‐Radhwan, MAA, KNPC
22. Dr. Adel Al‐Abbasi, KOC
23. Mr. M. Al‐Homoud, OMPM/KISR

調印式の様子

スピーチを行う永島英夫拠点リーダー

調印式の様子は地元のメディアでも報道されました
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九州大学グローバルCOE「新炭素資源学」公開講座
日　時： 2010年11月27日
場　所： 福岡女子大学　大学会館

SYMPOSIUM & 
WORKSHOP

2010年度 G-COE新炭素資源学

～温室効果ガスCO2 削減について考えよう～

─最新の有機化学が発信する新しい「もの創り」のパラダイム─

The 5th International Symposium on Novel Carbon Resource Sciences　　
日　時： 2010年4月21～23日
場　所： オーストラリア・カーティン工科大学

第20回万有福岡シンポジウム
日　時： 2010年5月22日
場　所： 九州大学医学部百年記念講堂

第23回化学工学に関する国際シンポジウム
日　時： 2010年12月4日
場　所： 九州産業大学　1号館

主催

Cross Straits Symposium on Materials, Energy and Environmental Sciences12　　
日　時： 2010年11月17～18日
場　所： 韓国・POSTEC

共催

The 6th International Symposium on Novel Carbon Resource Sciences
　　
日　時： 2010年11月12～13日
場　所： 九州大学筑紫キャンパス

主催

共催

共催

共催

共催第二回ガス化とその応用に関する国際シンポジウム(iSGA 2010) 　
日　時： 2010年12月5～8日
場　所： THE LUIGANS

共催地球科学技術に関する国際シンポジウム2010 　
日　時： 2010年12月7～8日
場　所： 九州大学伊都キャンパス　稲盛国際ホール

第三回 生活環境系シンポジウム
日　時： 2010年12月3日
場　所： 北九州学術研究都市　学術情報センター

～住まいと地域環境から考える健康～ 共催

SYMPOSIUM シンポジウム

─ Aiming toward Low-Carbon Society ─



NEWS
クウェート科学技術研究所（KISR）と
財団法人国際石油交流センター（JCCP）が、
共同研究事業に調印
2010年11月1日・クウェート

九州大学グローバルCOEプログラム拠点「新炭素資源学」
拠点リーダー

永島　英夫 Hideo Nagashima

　クウェート科学技術研究所（KISR）は、財団法人国際石油交流センター
（JCCP）との重質原油の改質技術共同研究事業（事業名：Research on 
Upgrading Technology of Kuwait Heavy Crudes）に係る調印式をお
こないました。九州大学から、永島副学長（本COEリーダー）と持田特任教
授（炭素資源国際教育センター）が参加しました。KISRとJCCPの共同事
業は1993年に始まり、これまでに21件以上の研究事業と11回以上のシ
ンポジウムが行われ、成功をおさめています。この共同事業では、九州大学
とJX日鉱日石リサーチ（株）が技術支援を行いますが、これまでにない特徴
として、KISRとJCCP間の技術協力に日本の石油精製会社が参加するだ
けでなく、基礎研究を担う大学（国立大学法人九州大学）が参画します。
　本事業の目的は、これからのクウェートの石油精製産業にとって重要とな

るであろうクウェートの典型的な重質原油、すなわちラタウィ・ブルガン、イオ
シン、そしてロワーファースから採掘される原油から得られる軽油（GO）や常
圧残油（AR）の性状・反応特性を研究することにあります。研究知見に基
づいた国際規格に従って高品質の石油製品を製造するための、上記原油
のプロセス可能性が探究されます。
　クウェートの原料油に特有のデータは非常に少ないか、または入手困難
です。この共同事業によって、上記原油に関する科学的・技術的データの
構築と、過去数十年間にわたってクウェートの製油所で用いられてきた
Kuwait Export Crude (KEC) との比較が可能になります。得られた情報
は、将来的にクウェート国立石油会社（KNPC）での石油精製事業にとって
有益なものとなると期待されます。

日本側
  1. 小溝　泰義　駐クウェート日本国大使
  2. 山下　宜範　在クウェート日本国大使館　一等書記官
  3. 吉田　盛厚　財団法人 国際石油交流センター　常務理事
  4. 仁田　健次　財団法人 国際石油交流センター　リヤド事務所所長
  5. 巣山　信之　財団法人 国際石油交流センター　マネージャー
  6. 永島　英夫　国立大学法人九州大学　副学長
  7. 持田　　勲　国立大学法人九州大学　特任教授（名誉教授）
  8. 高野　正充　JX日鉱日石リサーチ（株）マネージャー
  9. 東　　英博　財団法人 国際石油交流センター／クウェート科学技術研究所

クウェート側
10. Dr. Naji M. Al‐Mutairi, Director General
11. Dr. Mohammed Salman, DDG/Reseasrch
12. Dr. Nader Al‐Awadhi, DDG/Information
13. Ms. Sahera Al‐Dousari, DDG/A&F
14. Dr. Abdulhameed Al‐Hashem, Director/PRSC
15. Dr. Meena Marafi, DM/PRD
16. Dr. Mohammed Al‐Ramadhan, KPC
17. Mr. Ahmad Al‐Jimaz, DMD/Shuaiba Refinery
18. Mr. Mohammad Ghazi Al‐Mutairi, DMD/MAB Refinery
19. Ms. Badriya Farhad, KOC
20. Mr. Khalid Al‐Mushaileh, KNPC
21. Dr. Suad Al‐Radhwan, MAA, KNPC
22. Dr. Adel Al‐Abbasi, KOC
23. Mr. M. Al‐Homoud, OMPM/KISR

調印式の様子

スピーチを行う永島英夫拠点リーダー

調印式の様子は地元のメディアでも報道されました
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九州大学グローバルCOE「新炭素資源学」公開講座
日　時： 2010年11月27日
場　所： 福岡女子大学　大学会館

SYMPOSIUM & 
WORKSHOP

2010年度 G-COE新炭素資源学

～温室効果ガスCO2 削減について考えよう～

─最新の有機化学が発信する新しい「もの創り」のパラダイム─
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第20回万有福岡シンポジウム
日　時： 2010年5月22日
場　所： 九州大学医学部百年記念講堂

第23回化学工学に関する国際シンポジウム
日　時： 2010年12月4日
場　所： 九州産業大学　1号館

主催

Cross Straits Symposium on Materials, Energy and Environmental Sciences12　　
日　時： 2010年11月17～18日
場　所： 韓国・POSTEC

共催

The 6th International Symposium on Novel Carbon Resource Sciences
　　
日　時： 2010年11月12～13日
場　所： 九州大学筑紫キャンパス
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共催

共催

共催

共催第二回ガス化とその応用に関する国際シンポジウム(iSGA 2010) 　
日　時： 2010年12月5～8日
場　所： THE LUIGANS

共催地球科学技術に関する国際シンポジウム2010 　
日　時： 2010年12月7～8日
場　所： 九州大学伊都キャンパス　稲盛国際ホール

第三回 生活環境系シンポジウム
日　時： 2010年12月3日
場　所： 北九州学術研究都市　学術情報センター

～住まいと地域環境から考える健康～ 共催

SYMPOSIUM シンポジウム

─ Aiming toward Low-Carbon Society ─



共催3rd G-COE International Workshop on Energy and Environment in Chemical Engineering　
日　時： 2010年5月31日
場　所： 九州大学伊都キャンパス　鉄鋼リサーチセンター

共催International Workshop on Process Intensification 2010
日　時： 2010年12月2～3日
場　所： 九州大学伊都キャンパス　稲盛国際ホール

WORKSHOP ワークショップ

主催

LECTURE & SEMINAR

高等研究院セミナー：ノーベル化学賞受賞者　シャープレス博士特別講演会
日　時： 2010年5月21日
場　所： 九州大学伊都キャンパス　稲盛財団記念館大ホール

共催

G-COE「新炭素資源学」特別講演会＆意見交換会
日　時： 2010年5月21日
場　所： 九州大学筑紫キャンパス　先導研中央棟

先導物質化学研究所 ・ GCOE：新炭素資源学 講演会
日　時： 2010年6月2日
場　所： 九州大学筑紫キャンパス　総合理工学府D棟

共催

2010年日本液晶学会講演会・討論会
日　時： 2010年9月5～8日
場　所： 九州大学医学部百年講堂

共催

講演会

協賛・後援セミナー
九州大学 炭素資源国際教育研究センター 講演会
日　時： 2010年5月31日
場　所： 九州大学筑紫キャンパス　C-CUBE

第４９回工業物理化学講習会─低エネルギー社会構築のための電力システムとデバイス開発─

日　時： 2010年10月22日
場　所： 九州大学伊都キャンパス　稲盛財団記念館

第145回ＫＡＳＴＥＣセミナー
日　時： 2010年12月3日
場　所： 九州大学筑紫キャンパス　産学連携センター

九州大学 炭素資源国際教育研究センター 講演会
日　時： 2010年12月10日
場　所： 九州大学筑紫キャンパス　C-CUBE

●受賞
化学工学論文集　2009年度優秀論文賞
(2010/03)
松隈 洋介、井上 敬文、伊集院 幸久、井上 元、峯元 雅樹
「格子ボルツマン法を用いたハニカム充填層の流速均一化に関する研究」

伊藤 栄基、弦巻 茂、森賀 卓也、山田 昭彦、野島 繁、井上 元、
松隈 洋介、峯元 雅樹
「固体高分子形燃料電池の劣化防止に関する研究」

●受賞
平成21年度日本冷凍空調学会賞　奨励賞
(2010/05)
小山 繁、XUE Jun、桑原 憲
「CO2を作動媒体としたヒートポンプサイクルの性能予測法の開発」

●受賞
第19回日本環境化学会　環境化学技術賞
(2010/06)
澤津橋 徹哉、塚原 千幸人、嬉野 絢子、中尾 智春、馬場 恵吾、
福永 義徳、三浦 則雄
「オンライン固相抽出のためのポリ塩化ビフェニルの最適吸着剤の探索」

●受賞
Asian Core Program Lectureship Award (Taiwan)
(2010/11)
永島 英夫
"Catalysis in Siloxane Gels"

●受賞
Asian Core Program Lectureship Award (Singapore)
(2010/11)
友岡 克彦
"Asymmetric Synthesis of Chiral Silanol and Its Transformation"

●受賞
有機合成化学協会九州山口支部優秀論文賞
(2010/12)
井川 和宣
"Asymmetric Synthesis of Chiral Silacarboxylic Acids and Their Ester 
Derivatives" Kazunobu Igawa, Naoto Kokan, and Katsuhiko Tomooka

●受賞
9th International Symposium on Advances in Electro-
chemical Science and Technology  (ISAEST-9),
The Best Paper Award
(2010/12)
K. Chihara, T. Doi, S. Yatomi, S. Okada, J. Yamaki
“Electrochemical Properties of Monodisperse Nano-size LiMnPO4 
and LiFePO4 Perpared by Liquid Phase Synthesis Method”

●受賞
第47回化学関連支部合同九州大会
若手研究者奨励賞
(2010/07)
上野 貴大
「金ナノ粒子/ハイパーブランチポリマー複合膜による有機メモリの素子特性」

●報道掲載
ISIHighlyCited.comより、Engineeringの分野で研究論
文が数多く引用され、この分野に多大に貢献している「世
界の２７７人の研究者のうちの一人」として、三浦則雄教授
が選ばれました。
(2010/11)
三浦 則雄
ISIHighlyCited.com（http://isihighlycited.com）

●受賞
第47回化学関連支部合同九州大会
若手研究者奨励賞（物理化学）
(2010/07)
藤 章裕
「アルミナ細孔内外に担持したPd-LaMnO3触媒のNO-CO反応活性」

●受賞
Best Presentation Award TOCAT6/APCAT5 
Youth Session
(2010/07)
木村 加奈
“Preparation of highly dispersed platinum catalysts on TiO2 by 
using polymer-protected nanoparticles”

●受賞
The 5th Pacific-Rim Conference on Rheology (PRCR-5), 
The Best Poster Presentation Award
(2010/08)
胡 皓
“Viscoelasticity of pullulan in ionic liquid Bmim Cl”

●受賞
資源素材学会2010秋季大会　若手ポスター賞
(2010/09)
森山 紗好
「Mg-Al系複合酸化物を用いた水溶液中のホウ素除去」

●受賞
第24回 ダイヤモンドシンポジウム　ポスター優秀賞
(2010/11)
大曲 新矢
「p型超ナノ微結晶ダイヤモンド・水素化アモルファスカーボン混相膜/n型
Siヘテロ接合の紫外線受光」

●受賞
平成22年度日本エネルギー学会　奨励賞
(2010/11)
分山 達也
「再生可能エネルギーの定量的なポテンシャル評価による九州地域の分析」

●受賞
第2回半導体材料・デバイスフォーラム　ポスター優秀賞
(2010/12)
大曲 新矢
「超ナノ微結晶ダイヤモンド/水素化アモルファスカーボン混相膜の光学デ
バイスへの応用」

受賞・報道掲載

2010年度 G-COE新炭素資源学
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共催3rd G-COE International Workshop on Energy and Environment in Chemical Engineering　
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